
星空ガイド ９月１６日～１０月１５日

※惑星は２０２２年１０月１日の位置です。

よいの星空
９月１６日２２時頃

１０月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
９月１６日 ４時頃

１０月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

９ １６ 金 ５：４１ １８：０４ ２１：３２ １１：２５ １９.８

２１ 水 ５：４４ １７：５７ ０：４７ １５：４２ ２４.８

２６ 月 ５：４８ １７：４９ ５：４８ １８：１０ ０.２

１０ １ 土 ５：５２ １７：４２ １１：２０ ２１：０５ ５.２

６ 木 ５：５６ １７：３５ １５：５２ １：２７ １０.２

１１ 火 ５：５９ １７：２９ １８：２１ ７：０３ １５.２

１５ 土 ６：０３ １７：２４ ２０：５１ １１：１１ １９.２
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木星が観察好機

９月２７日に木星が衝を迎え、観察の好機になっています。この前後の時期、木星

はほぼ一晩中地平線上にあって観察可能です。望遠鏡を使えば、特徴的な縞模様

や、木星の周りを回っている４つの衛星を見ることができます。

や座、いるか座、こうま座、こぎつね座

はくちょう座、わし座、ペガスス座に囲まれたエリアに、や座、いるか座、こうま座、

こぎつね座という小さな星座があります。や座やいるか座は、主な星は４等星なの

で、秋の透明度の高い天気の日であれば、ベッドタウンなどでも見つけることができる

でしょう。こうま座は５等星が中心なので、少し都市から離れないと観察は難しいかも

しれません。こぎつね座も５等星が中心ですが、形が結びにくい星座なので、より見つ

けにくいです。台風一過など、空気が澄んでいるお天気の日を狙ってチャレンジして

みましょう。

飯山 青海（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

９ １７ 土 海王星が衝/明け方の南東の空で

月と火星が約４°離れて並ぶ

下弦（７時）１８ 日

２０ 火 月が最遠（４０４,５５６ｋｍ）

秋分（太陽黄経１８０°）２３ 金

水星が内合（観察不適）

２６ 月 ●新月（７時）

２７ 火 木星が衝

１０ ３ 月 上弦（９時）

５ 水 月が最近（３６９,３２５ｋｍ）

月 日 曜 主な天文現象など

１０ ５ 水 深夜西の空で月と土星が約５°離れ

て並ぶ

８ 土 寒露（太陽黄径１９５°）/後の月

９ 日 明け方の西の低空で、月と木星が

約２°まで接近する

水星が西方最大離角（明け方東の

空で観測好機）

１０ 月 ○満月（６時）

１５ 土 明け方の南西の空で月と火星が約

５°離れて並ぶ
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